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東京・神奈川でトリプルプレイサー

ビスを提供しているイッツコムでは、他

のCATV事業者とのアライアンスによ

るコンテンツ強化を行う一方で、第4の

サービスとなるべく地域密着の情報提

供とサポート体制に注力している。

フルラインナップの足回り

東京・川崎・横浜の東急沿線をサー

ビスエリアに持つイッツコムは、2002年

に親会社・東京急行電鉄のISP事業

「246-net」を統合したことから、CATV

事業者には珍しく、FTTHを含む多彩

なインターネット接続サービスを提供し

ている。そのため早い時期でユーザーの

獲得に成功し、現在では2004年2月に

始まったIP電話サービスを加え、約108

万世帯を対象にしたエリアにトリプルプ

レイサービスを展開している（資料4-1-

12）。

イッツコムのユーザー層には、特徴的

な傾向がある。まず1つは、情報ツール

を使いこなしているユーザーが多いこと

だ。IP電話サービスの課金状況を見る

と、500円と1,500円あたりの2つでピー

クがあると言う。これは、一般的な使

い方をしているユーザーのほかに、海外

や携帯電話などへの発信を頻繁に行う

ユーザーが多いことが考えられる。もう

1つの傾向は、転入出が多いことだ。そ

のため今年3月からは、メールアドレス

とホームページを500円で利用できる

「かっとびバリュー」を新しく提供し始

めた。サービスエリア外に転出するユー

ザーなども引き続きイッツコムのアカウ

ントを利用できるように、との配慮だ。

本来の垂直統合型サービスからは外れ

てしまうが、ターゲットをセグメント化

している。

地域に根ざしたサービスの拡充

放送事業から出発しているというこ

とでトリプルプレイサービスでは優位に

立っているイッツコムであるが、FTTH

による高速化やIP化には、サービスの

セグメント化で対応しようとしている。

マンションや法人向けには、FTTHサ

ービスを積極的に進めていくが、一般

向けについては市場やWideband DOC

SISという技術標準の動向を見つつ、

慎重に対応していくと言う。それより

も「地域に根ざした第4のサービス」に

よってFTTH事業者との差別化を図っ

ていきたいと考えている。

地域系CATV事業者は互いにサービ

スエリアで競合することがなく、むしろ

ローカルコンテンツの流通などを積極的

に行っている。たとえば、話題性の高

いイベント番組をIP伝送して他地域の

コミュニティチャンネルでライブ放送し

たり、IP上のコンテンツサーバーを用い

て番組交換するなど、情報性の高いコ

ンテンツを柔軟に提供する体制ができ

ている。さらに、市内のCATV事業者

同士がアライアンスを組んで行政に働き

かけ、災害情報を放送するといったこ

とも行われていると言う。

またイッツコム独自には、自社のポー

タルサイト（図1）において、東急沿線

の天気や交通情報を随時更新し、学校

取材をもとに子供の進路を考える記事

の特集や、学校内に設置したライブカ

メラの画像公開など、まさに地域密着

型の情報提供を行っている。

サポート面においても、通信事業部

内にコンシェルジェを配備し、すぐにユ

ーザー宅に駆けつけることができるサポ

ート体制をとっている。加えて地域住

民のイベントにも積極的に参加するな

ど、きめ細やかなサービスで地域ナンバ

ーワンを目指している。

（取材・文/柏木由美子）

■ 図1 地域ポータルサイト「iTSCOM.net」の「イッツコムパーク」
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イッツ・コミュニケーションズ株式会社（イッツコム）

トリプルプレイに加え第4のサービスを目指す地域系CATV事業者

出所　イッツコム

iTSCOM TV 466,540
多チャンネル 119,169
再送信 343,279

iTSCOM.net 105,901
かっとび （CATV） 89,056
かっとび FTTH 358
かっとび ADSL 3,553
かっとび ダイヤル 6,641
かっとび Mansion LAN 5,951
iTSCOM.net for Business 342

iTSCOM PHONE 1,337
対象世帯数 ：107万9,000世帯
加入可能世帯数 ：89万5,000世帯
対象エリア 東京都：渋谷区、世田谷区、目黒区、

大田区、町田市
川崎市：宮前区、高津区、中原区
横浜市：緑区、青葉区、港北区、都筑区

（各一部地域を除く）

資料4-1-12　イッツコムの接続世帯
数（2005年3月末現在）
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